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ク
ウ
ェ
イ
ト
は
五
百
萬
の
住
民
を
有
す
れ
ど
も
ク
ウ
ェ
イ
ト
人
は
そ
の
三
分
の
一
に
過
ぎ
ず
。
同
國
に
は
巨

額
の
石
油
收
入
あ
り
て
全
て
の
國
民
に
裕
福
な
る
生
活
を
保
障
し
て
尚
餘
り
あ
り
。
ク
ウ
ェ
イ
ト
人
に
そ

の
職
業
を
問
は
ば
「ア
ナ
ー
・
ク
ウ
ェ
イ
テ
ィ
ー
」と
答
ふ
。
ア
ラ
ビ
ア
語
に
て
余
は
「
ク
ウ
ェ
イ
ト
人
な
り
」
の

意
に
し
て
、
余
は
貴
族
な
り
の
意
に
ほ
ぼ
等
し
。
「何
を
か
爲
し
て
た
つ
き
と
は
す
る
」と
貴
族
に
問
ふ
は
愚

問
な
り
。
殘
餘
の
三
分
の
二
の
住
民
は
パ
レ
ス
チ
ナ
人
等
の
ア
ラ
ブ
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

タ
イ
等
の
ア
ジ
ア
人
と
雜
多
な
る
構
成
に
し
て
、
平
民
や
奴
隸
の
如
く
ク
ウ
ェ
イ
ト
人
に
仕
ふ
。 

所
得
税
を
始
め
租
税
は
ほ
ぼ
無
き
に
等
し
く
、
教
育
、
醫
療
は
無
償
に
し
て
電
氣
水
道
料
金
は
存
せ
ず
。

加
へ
て
ク
ウ
ェ
イ
ト
人
な
ら
ば
多
額
の
生
活
費
も
支
給
せ
ら
る
。
か
く
聞
か
ば
ク
ウ
ェ
イ
ト
人
に
取
り
て
同

國
は
天
國
の
如
し
と
思
ふ
べ
し
。
さ
れ
ど
さ
に
非
ず
。 

石
油
收
入
は
首
長
（
ア
ミ
ー
ル
と
稱
す
）
の
意
向
に
よ
り
國
民
に
分
配
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
、
ク
ウ
ェ
イ
ト
人

は
働
か
ざ
る
を
常
と
す
れ
ば
そ
の
働
き
に
よ
り
分
配
す
る
こ
と
能
は
ず
。
我
も
我
が
隣
人
も
共
に
働
か
ざ

る
に
何
故
に
彼
は
我
が
三
倍
の
分
配
を
受
く
る
や
と
の
不
滿
は
常
に
絶
え
ず
。
分
配
の
恣
意
性
は
常
に

政
治
的
話
題
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
。 

凡
そ
資
本
主
義
社
會
に
お
い
て
も
社
會
主
義
社
會
に
お
い
て
も
分
配
は
社
會
的
總
生
産
に
對
す
る
貢
獻

の
度
合
ひ
に
應
じ
て
生
産
關
係
を
通
じ
て
な
さ
る
る
建
前
な
り
。
こ
の
建
前
存
す
る
が
故
に
分
配
の
結
果

に
對
し
大
方
の
承
認
あ
り
。
假
に
多
く
の
國
民
、
生
産
關
係
よ
り
外
れ
、
こ
の
建
前
の
充
分
に
機
能
せ
ざ

る
場
合
は
ク
ウ
ェ
イ
ト
に
於
け
る
が
如
く
、
政
治
的
不
滿
の
嵩
ず
る
惧
れ
な
し
と
せ
ず
。 

 

今
日
學
者
も
企
業
家
も
政
治
家
も
口
を
揃
へ
て
生
産
性
の
向
上
、
技
術
發
展
の
必
要
性
を
説
く
。
先
進

國
の
未
來
は
こ
の
分
野
に
お
い
て
他
に
先
ん
ず
る
に
あ
り
と
な
す
に
全
く
異
論
を
聽
か
ず
。
さ
れ
ど
余
は

永
年
産
業
行
政
に
携
り
、
先
端
産
業
の
現
場
を
見
る
機
會
に
惠
ま
れ
た
れ
ば
、
こ
の
點
に
つ
き
些
か
の
疑

念
を
有
す
。 

一
例
を
擧
ぐ
る
に
、
曾
つ
て
テ
レ
ビ
組
立
て
に
お
い
て
最
も
熟
練
度
の
高
き
人
手
を
要
し
た
る
作
業
過
程

は
最
終
段
階
の
調
整
過
程
な
り
き
。
作
業
員
の
前
に
は
大
な
る
鏡
あ
り
、
作
業
員
と
鏡
の
間
を
仕
掛
品
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
上
を
流
る
。
鏡
に
は
ブ
ラ
ウ
ン
管
上
に
テ
ス
ト
パ
タ
ー
ン
映
り
、
そ
れ
を
見
つ
つ
作
業
員
は

仕
掛
品
の
テ
レ
ビ
の
裏
側
に
手
を
入
れ
て
複
雜
な
る
囘
路
、
部
品
を
調
節
す
る
な
り
。
こ
の
工
程
几
帳
面

さ
と
熟
練
を
要
し
、
爲
に
テ
レ
ビ
組
立
工
場
を
か
か
る
熟
練
工
を
有
せ
ざ
る
後
進
國
に
移
轉
す
る
は
不

可
能
な
り
き
。
然
る
に
技
術
革
新
起
こ
り
、
作
業
員
鏡
の
代
り
に
モ
ニ
タ
ー
の
數
字
を
見
て
調
整
す
る
こ

と
可
能
と
な
り
ぬ
。
作
業
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
如
く
容
易
と
な
り
、
テ
レ
ビ
産
業
は
雪
崩
を
打
つ
て
日
本
を

去
り
、
東
南
ア
ジ
ア
へ移
る
。
か
く
し
て
本
邦
は
技
術
革
新
の
結
果
多
く
の
雇
用
を
失
へり
。 

凡
そ
技
術
革
新
は
大
量
の
勞
働
者
を
生
産
關
係
よ
り
排
除
す
る
も
の
な
り
。
微
視
的
觀
點
よ
り
す
れ
ば

好
ま
し
き
こ
と
も
巨
視
的
觀
點
よ
り
す
れ
ば
望
ま
し
か
ら
ぬ
こ
と
も
あ
り
得
べ
し
。
例
へ
製
造
業
の
一
部

を
失
ふ
と
も
更
に
高
き
水
準
の
産
業
部
門
を
開
發
せ
ば
案
ず
る
に
及
ば
ず
と
な
す
論
者
あ
り
。
さ
れ
ど

果
た
し
て
然
る
や
詳
ら
か
に
檢
證
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。 



技
術
進
歩
の
結
果
と
し
て
先
進
國
は
次
々
に
職
場
を
後
進
國
に
奪
は
る
。
望
み
を
托
せ
し
金
融
等
の
第

三
次
産
業
に
お
い
て
も
ロ
ボ
ッ
ト
の
性
能
向
上
に
よ
り
將
來
雇
用
の
縮
小
必
至
な
り
。
か
か
る
雇
用
の
縮

小
は
財
政
の
負
擔
を
増
大
す
。
近
時
の
各
國
の
財
政
困
難
は
そ
の
遠
因
は
技
術
の
進
歩
と
人
口
の
高
齡

化
に
あ
り
。
い
づ
れ
も
微
視
的
に
は
極
め
て
望
ま
し
き
こ
と
な
れ
ど
、
ま
さ
に
そ
の
故
に
こ
そ
解
決
困
難
な

る
問
題
を
生
ず
る
な
れ
。 

經
濟
學
は
供
給
サ
イ
ド
の
分
析
に
は
優
れ
た
り
。
さ
れ
ど
分
配
に
つ
い
て
は
凡
そ
聞
く
に
値
す
る
も
の
な

し
。
マ
ル
ク
ス
經
濟
學
凋
落
せ
る
は
よ
き
こ
と
な
れ
ど
、
そ
れ
に
代
り
て
我
が
世
の
春
を
謳
ふ
現
代
經
濟
學

の
上
記
諸
問
題
への
取
組
は
心
許
な
き
限
り
な
り
。 

      


